








　本学最大契約となっていた Elsevier のビッグディール解体から 1 年が経





















































た，タイトル単位の購読の場合は，パッケージのように 1 機関＝ 1 サイトで

















（ 4 ）  本学では ReprintsDesk を採用した．
図書の譜　第 22 号
152




















  　早稲田大学図書館．早稲田大学図書館年報 2011 年度（オンライン）． http://




表 1　2017 年度 ILL/DDS 利用区分と料金負担
利用区分 料金負担など
学 部 生
大 学 院 生
・ILL 文献複写は無料，DDS は月 3 件まで無料
・DDS の月上限を越えた場合は定額 2,000 円／件
専任教職員 ・ILL 文献複写は無料，DDS は定額 2,000 円／件















　その結果，前年の利用実績で利用件数 300 件以上 13 タイトル，300 件未








ス契約とすることとした。WG で追加購読に関する意向調査を 10 月 31 日～
11 月 18 日の期間で実施し，その結果を受け最終的に 11 誌については 2～4
キャンパスで重複購入となった。






































　長期的な評価は今後引き続き行う必要があるが，2017 年の ILL/DDS の利
用，またコスト節減効果について概観しておく。ILL 文献複写依頼について
は，前年（2016 年）との比較，DDS については 2017 年の利用状況をまと
めた（表 2）。ILL 文献複写依頼の総数は 2016 年と比較して 1.87 倍となって
いるが，うち洋雑誌に限ると 1.13 倍となっており，パッケージ解体による
依頼増加というより ILL 無料化の影響が大きいと考えられる。また ILL 文
献複写依頼と DDS のうち，Wiley 社の文献の依頼件数とその全体における









表 2　ILL 複写依頼件数と DDS 件数・Wiley 率









 ※ Completed データのみ

















　また，PPV と ILL/DDS との利用基準やサービス内容の違いなどについて
も，今後整理が必要となるだろうし，電子リソースの利便性とコストをどの
ように調整し図書館としての文献提供サービスの統一性をどう図るかという
点も重要である。さらに研究推進と学術情報流通コスト負担についてはより
根本的な解決策が求められるだろう。ビッグディール解体を行っても依然と
して電子ジャーナル購読費の問題はなくならないため，大学の運営方針や研
究動向も見据えた図書館資料費確保や予算配分見直しという課題は残ってい
る。
